
健康長寿の里づくり計画
（健康日本２１梼原版）
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小児生活習慣病予防健診
肥満をもつ児の割合の推移～小学生～（肥満度２０％以上）
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梼原町のこれまでの取組み②

国保ヘルスアップモデル事業
平成１６年から平成１８年度

健康長寿の里づくりを実現するため

増加する「メタボリック症候群」の生活習慣の改善を目指
し、生涯現役社会を実現するもの。

【目的】

１．糖尿病に対する効果的な個別健康支援プログラ
ムの開発と職員の資質の向上

２．糖尿病罹患、予備軍にある者の進行を防ぐこと

３．事業対象者を核とした生活習慣病予防活動を地
域単位で展開し、住民に拡がること。
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・モデル的なプログラムが開発でき、職員の資質が向上し
た。

・生活習慣（行動や意識）の改善、体重や血液検査値の
改善が見られた。

・自主的に運動しようとするグループが現れた。

８６人の国保被保険者を対象に個別、集団指導を行い、

・ポイントを押さえたプログラムで安価で効率的、そして効果
的な保健指導ができるようになった。

・全地区（６地区）で自主的な運動グループが生まれ、健診
で発見された生活習慣病予備軍の継続的実践の受け皿に
なってきた。
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国民健康保険制度と地域保健

• 被用者保険で健康を害した人たちが退職
して国保に加入

• 中小企業ばかりの梼原では、事業所の健
康管理体制が整っていない。梼原病院が
産業医、主治医

• 被用者、被扶養者も生活の場は地域

市町村は地域保健で、全町民の保健事業を実施

課題：確かな数値で、保健指導、評価ができない。
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これまで、国保で

• 保健福祉支援センターの設置

• 保健福祉支援センターの運営

• 国保梼原病院の充実

• 先進的な事業（モデル事業）の取組み

梼原病院は保険があっても「医療なし」という不公平を是正す
る目的でつくられている。＝皆保険制度を支える国保制度

国保被保険者だけではなく
地域へ還元

国保の健全化
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